
規
模
に
応
じ
た
規
制
を

米
国
銀
行
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ａ
）会
長
　
ド
ロ
シ
ー
・
Ａ
・
サ
バ
リ
ー
ス
氏

産
業
革
命
へ
自
力
で
変
革

Ｄ

Ｂ

Ｓ

銀

行

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
代
表
　
リ
ム
・
シ
ム
・
セ
ン
氏

働
き
方
改
革
を
強
力
に
支
援

ブ
イ
キ
ュ
ー
ブ
代
表

取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
　

間
下
　
直
晃
氏

インタビュー

インタビュー

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
テ
ー
マ「
地
方
創
生
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
」 地銀のサポート　不可欠

略
　
歴

＊
　
　
＊
　
　
＊

＊
　
　
＊
　
　
＊

＊
　
　
＊
　
　
＊

＊
　
　
＊
　
　
＊

松島議長　構造変化への耐性力が必要

　　　　第回特別国際金融セミナー

　特　集　

　米国出身、歳。サフォー
ク大ソーヤーズ校で経営学修
士号取得。年ケープコッ
ド・ファイブ入社、年Ｃ
ＥＯ。

　東京都出身、歳。年
慶大大学院修了、在学中の
年月にブイキューブイン
ターネット（現ブイキューブ）
を起業し現職。

　
ブ
イ
キ
ュ
ー
ブ
は
金
融
機
関
向
け

に
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す

る
。
金
融
機
関
で
は
営
業
ツ
ー
ル
と

し
て
利
用
す
る
動
き
が
広
が
る
。
そ

の
活
用
方
法
や
テ
レ
ワ
ー
ク
分
野
で

の
金
融
機
関
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
聞
い
た
。

◇

―
―
テ
レ
ワ
ー
ク
と
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
の
関
係
性
は
。

　
「
情
報
通
信
機
器
を
使
い
在
宅
勤

務
や
、
外
出
中
の
空
白
時
間
を
有
効

活
用
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
。
打
ち
合
わ

せ
の
た
め
だ
け
に
帰
社
し
な
い
な

ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
向

上
し
、
労
働
生
産
性
向
上
を
実
現
で

き
る
。
ウ
ェ
ブ
会
議
は
、
業
務
効
率

化
と
収
益
向
上
施
策
の
一
つ
と
し
て

働
き
方
改
革
を
強
力
に
支
援
す
る
」

―
―
金
融
界
で
の
活
用
方
法
は
。

　
「
ウ
ェ
ブ
会
議
は
営
業
ツ
ー
ル
と

し
て
利
用
が
進
む
。
遠
隔
対
面
と
資

料
共
有
が
で
き
る
利
点
を
生
か
し
、

各
種
ロ
ー
ン
相
談
な
ど
に
効
果
を
発

揮
す
る
。
本
部
担
当
者
を
遠
隔
で
店

舗
に
招
き
、
専
門
性
の
高
い
業
務
を

対
面
に
近
い
環
境
で
行
っ
て
い
る
」

―
―
金
融
店
舗
の
新
し
い
可
能
性

に
つ
い
て
。

　
「
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
、
人
員
を
減
ら

し
て
相
談
業
務
に
特
化
す
る
店
舗
が

増
え
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
会
議
を
内
蔵

し
、
防
音
性
に
優
れ
た
製
品
『
テ
レ

キ
ュ
ー
ブ
』
は
対
応
策
の
一
つ
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
各
商
品
説
明
を

遠
隔
対
面
で
行
え
る
。
地
域
に
開
放

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

も
活
用
。
商
業
施
設
に
置
い
て
無
人

店
舗
と
し
て
も
運
用
可
能
だ
」

―
―
金
融
界
に
期
待
す
る
こ
と
。

　
「
目
の
前
の
業
務
効
率
化
や
生
産

性
・
採
算
性
を
向
上
し
て
、
国
内
企

業
の
働
き
方
改
革
を
牽
引

け
ん
い
ん

し
、
日
本

の
成
長
を
支
え
て
ほ
し
い
」

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
導

入
さ
れ
た
厳
し
い
金
融
規
制
の
緩
和

へ
提
言
を
続
け
る
Ａ
Ｂ
Ａ
。
会
員
行

に
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
と
の
提
携

を
促
し
て
い
る
。◇

―
―
規
制
見
直
し
へ
政
党
・
行
政

と
の
対
話
を
深
め
て
い
る
。

　
「
ド
ッ
ト
・
フ
ラ
ン
ク
法
で
規
制

対
応
負
担
が
激
増
し
た
。
費
用
は
、

預
金
利
息
を
除
く
総
額
の

％
を
占

め
、
住
宅
ロ
ー
ン
業
務
で
は
３
分
の

１
に
相
当
す
る
。
規
模
に
応
じ
て
規

制
に
差
を
設
け
る
べ
き
だ
。
財
務
省

も
改
善
余
地
を
認
め
て
い
る
」

―
―
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
と
ど
う

付
き
合
う
。

　
「
以
前
は
競
争
相
手
と
見
る
向
き

も
あ
っ
た
が
、
顧
客
が
容
易
に
銀
行

サ
ー
ビ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境

を
作
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
変
わ

っ
て
い
る
。
地
域
金
融
機
関
も
技
術

の
使
い
方
を
確
立
す
れ
ば
強
み
を
発

揮
で
き
る
。
Ａ
Ｂ
Ａ
は
会
員
行
に
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
と
の
提
携
を
促
す

た
め
手
引
書
を
作
っ
た
」

―
―
６
年
連
続
で
金
融
専
門
紙
が

選
ぶ
〝
銀
行
界
の
最
も
パ
ワ
フ
ル

な
女
性

人
〟
に
選
ば
れ
た
。

　
「
上
司
に
恵
ま
れ
、
組
織
の
作
り

方
を
学
ん
で
き
た
。
多
様
な
人
材
を

集
め
、
一
人
一
人
の
声
に
耳
を
傾
け

て
い
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
業
績

向
上
に
も
つ
な
が
る
」

―
―
日
本
の
金
融
機
関
へ
伝
え
た

い
こ
と
は
。

　
「
金
融
機
関
は
家
の
購
入
、
子
育

て
、
企
業
の
成
長
、
雇
用
の
拡
大
な

ど
夢
の
実
現
を
支
え
て
い
る
。
我
々

は
社
会
の
な
か
で
当
た
り
前
に
あ
る

空
気
の
よ
う
な
存
在
だ
が
、
消
え
れ

ば
地
域
を
悲
惨
な
状
態
に
す
る
。
と

も
に
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
姿
勢
を

持
ち
続
け
て
い
き
た
い
」

　マレーシア出身、歳。
年横浜国立大卒、日興シテ
ィグループ社長などを務め、
年にＤＢＳ銀シンガポー
ル代表に就任。

　
発
展
を
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ

の
対
応
を
積
極
的
に
進
め
る
Ｄ
Ｂ

Ｓ
。
「
銀
行
の
未
来
は
デ
ジ
タ
ル
化

に
か
か
っ
て
い
る
」
と
変
革
を
リ
ー

ド
す
る
。

◇

―
―
銀
行
を
と
り
ま
く
環
境
は
。

　
「
今
は
第
４
次
産
業
革
命
が
進
行

中
で
技
術
革
新
が
世
の
中
に
破
壊
的

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
次
の
四
半

世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
で
最
先
端
で
な
け
れ
ば
、

銀
行
に
限
ら
ず
企
業
は
淘
汰
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
現
状
維
持
と
い
う
選
択
肢

は
な
い
。
自
力
で
の
変
革
が
必
要
」

―
―
Ｄ
Ｂ
Ｓ
の
改
革
は
。

　
「

年
か
ら
ト
ッ
プ
主
導
で
改
革

を
進
め
た
。
戦
略
優
先
事
項
は
、
①

デ
ジ
タ
ル
世
界
を
受
け
入
れ
る
②
カ

ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
③
企
業
文
化

の
革
新
だ
。
真
の
デ
ジ
タ
ル
化
実
現

に
は
、銀
行
の
完
全
な
変
革
が
伴
う
。

デ
ジ
タ
ル
ア
プ
リ
や
モ
バ
イ
ル
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
導
入
だ

け
な
く
、
機
敏
性
の
あ
る
新
シ
ス
テ

ム
導
入
が
不
可
欠
だ
っ
た
」

―
―
Ｄ
Ｂ
Ｓ
が
掲
げ
る
カ
ス
タ
マ

ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
と
は
。

　
「
顧
客
が
商
品
購
入
す
る
プ
ロ
セ

ス
を
快
適
に
す
る
こ
と
だ
。
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
て
要
望
を
満
た
す
〝
顧
客
至

上
主
義
文
化
〟
を
促
進
し
た
。
そ
の

際
に
は
、
顧
客
の
日
常
に
銀
行
の
サ

ー
ビ
ス
や
商
品
を
組
み
込
み
、
銀
行

が
表
に
出
ず
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
適
用

で
き
る
こ
と
を
意
識
し
た
」

―
―
邦
銀
の
取
り
組
み
は
。

　
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
る

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
が
、
日
本
は

規
制
が
多
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香

港
、
上
海
に
並
ぶ
国
際
金
融
セ
ン
タ

ー
を
目
指
す
う
え
で
も
規
制
を
緩
和

し
て
い
く
べ
き
」

地域の特性に応じた取り組みを紹介するパネリスト

　
◆
高
橋
　
真
裕
氏
（
た
か
は

し
・
ま
さ
ひ
ろ
）
　
岩
手
県
出

身
、

歳
。
１
９
７
３
年
立
教

大
卒
、
岩
手
銀
入
行
、
２
０
０

７
年
６
月
頭
取
、

年
６
月
会

長
。

　
◆
進
藤
　
中
氏
（
し
ん
ど
う

・
な
か
ば
）
　
山
梨
県
出
身
、


歳
。
１
９
７
２
年
中
大
卒
、

山
梨
中
央
銀
入
行
、
２
０
１
１

年
６
月
頭
取
、
年
６
月
会
長
。

　
◆
姫
野
　
昌
治
氏
（
ひ
め
の

・
し
ょ
う
じ
）　
大
分
県
出
身
、


歳
。
１
９
７
５
年
慶
大
卒
、

大
分
銀
入
行
、
２
０
１
０
年
４

月
頭
取
、

年
４
月
会
長
。

　
◆
澁
谷
　
耕
一
氏
（
し
ぶ
や

・
こ
う
い
ち
）　
北
海
道
出
身
、


歳
。１
９
７
８
年
一
橋
大
卒
、

日
本
興
業
銀
（
現
み
ず
ほ
銀
）

入
行
、
２
０
０
２
年
５
月
リ
ッ

キ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
設
立
、
現
職
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
地
方
創
生
に
真
正
面

か
ら
向
き
合
う
」（
モ
デ
レ
ー

タ
ー
＝
松
島
氏
）
を
テ
ー
マ

に
開
催
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

岩
手
銀
行
の
高
橋
真
裕
会

長
、
山
梨
中
央
銀
行
の
進
藤

中
会
長
、
大
分
銀
行
の
姫
野

昌
治
会
長
と
企
業
側
か
ら
リ

ッ
キ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
澁
谷
耕
一
社
長
。

◇

　
松
島
　
地
方
創
生
の
役
割

を
担
う
主
役
は
地
方
銀
行

か
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自

治
体
や
大
学
の
評
価
は
。

　
高
橋
　
今
は
産
学
官
金
の

時
代
。
金
融
界
へ
の
期
待
は

高
く
、
自
ら
が
創
生
の
役
割

を
担
え
る
よ
う
主
役
は
地
銀

と
の
自
覚
を
持
つ
べ
き
だ
。

行
政
は
失
敗
が
許
さ
れ
な
い

組
織
な
の
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

　
進
藤
　
自
治
体
、
大
学
と

も
に
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ

ー
だ
。
た
だ
将
来
を
考
え
る

と
、
我
々
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

側
に
回
る
必
要
も
あ
る
。
大

学
で
は
生
徒
数
が
減
り
、
特

性
を
出
さ
な
い
と
生
き
残
れ

な
い
。
こ
の
面
で
の
支
援
も

課
題
に
な
っ
て
く
る
。

　
姫
野
　
行
政
の
資
金
と
我

々
の
事
例
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
重
要
だ
。
地
域
で
新
し
い

会
社
を
作
る
に
は
、
従
来
の

ル
ー
ル
で
は
限
界
。
規
制
緩

和
の
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
他

業
禁
止
な
ど
銀
行
規
制
の
見

直
し
も
考
え
て
ほ
し
い
。

　
澁
谷
　
地
銀
間
の
連
携
が

大
切
だ
。
２
０
０
６
年
に
始

め
た
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
当
初
、
５
行
・
１
０
５

社
し
か
出
展
が
な
か
っ
た

が
、
現
在
は

行
・
８
３
１

社
に
拡
大
し
た
。
出
展
者
同

士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
好
評

で
、
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
や
食

材
購
入
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
自
治
体
は
（
国

か
ら
の
）
交
付
金
を
使
い
き

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
特

に
地
銀
に
は
積
極
的
な
活
用

を
期
待
し
た
い
。
加
え
て
、

支
店
長
の
役
割
も
大
き
い
。

地
域
の
経
営
者
に
５
、
１
０

年
後
の
危
機
感
を
伝
え
る
役

目
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

　
松
島
　
地
方
創
生
を
進
め

る
な
か
で
女
性
の
役
割
は
。

　
高
橋
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
進
め
る
う
え
で
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
多
様
性
。
さ
ま
ざ
ま

な
人
の
力
を
生
か
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
女
性
活
用
は
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。

　
進
藤
　

月
に
地
元
で
行

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
女
子

力
が
テ
ー
マ
。
ど
ん
な
状
況

に
な
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
は

女
性
の
力
を
借
り
な
い
と
生

き
て
い
け
な
い
。

　
姫
野
　
例
を
出
す
と
、
お

客
さ
ま
同
士
を
つ
な
ぐ
場
と

し
て
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
を
併
設
し
た
５
階
建
て
の

「
宗
麟
館
」
を
建
て
た
。
１

階
の
支
店
は
女
性
に
主
体
的

に
企
画
し
て
も
ら
っ
た
。
こ

こ
に
勤
務
す
る
こ
と
が
ス
テ

ー
タ
ス
に
な
る
よ
う
制
服
も

バ
ッ
ジ
も
変
更
し
た
。

　
聴
講
者
の
質
問
　
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
・
外
国
人
採
用

や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
支
援
に
つ

い
て
。

　
高
橋
　
岩
手
で
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
取
り
込
み
が
重
要

で
、
今
後
の
課
題
だ
。

　
進
藤
　
提
携
す
る
山
梨
学

院
大
学
か
ら
４
月
に
中
国
人

留
学
生
を
採
用
し
た
。
山
梨

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
を
出
来
る
限
り
採
用
し
た

い
。
ス
ポ
ー
ツ
事
業
へ
の
支

援
で
は
地
元
サ
ッ
カ
ー
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
に
出
資
し

て
お
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー

ム
の
４
人
を
行
員
に
雇
用

し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
姫
野
　
大
分
の
地
場
産
業

で
あ
る
造
船
、
水
産
、
海
運

は
全
て
人
手
不
足
。
取
引
先

企
業
と
海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
、
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ

ム
で
求
人
が
で
き
な
い
か
な

ど
を
支
援
し
て
い
る
。
行
内

で
は
状
況
に
応
じ
て
外
国
人

を
採
用
。
海
外
視
察
に
帯
同

し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
顧

客
か
ら
好
評
だ
。
ス
ポ
ー
ツ

支
援
で
は
地
元
の
プ
ロ
チ
ー

ム
全
て
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

っ
て
い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
や
サ

ッ
カ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
交
流

を
通
じ
て
、
観
光
消
費
額
を

高
め
、
永
続
性
の
あ
る
取
り

組
み
に
し
た
い
。

　
松
島
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
海
外
選
手
団
の

合
宿
地
誘
致
な
ど
ホ
ス
ト
シ

テ
ィ
の
役
割
や
周
遊
型
観
光

へ
の
対
応
は
。

　
姫
野
　
東
九
州
自
動
車
道

の
開
通
を
機
に
宮
崎
銀
行
と

一
緒
に
地
域
の
名
産
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
預
金
商
品
を

共
同
で
提
供
し
た
。
九
州
経

済
連
合
会
の
九
州
観
光
推
進

機
構
で
は
九
州
を
一
つ
の
地

域
と
捉
え
、「
オ
ー
ル
九
州
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

知
事
会
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
全
体
の
観
光
振
興
を
展
開

し
て
い
る
。

　
進
藤
　
山
梨
県
で
は
、
数

カ
国
が
す
で
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
合
宿
地
と
し
て
決
ま
っ

た
。
周
遊
型
の
観
光
で
は
、

八
ヶ
岳
を
広
域
観
光
圏
と
し

て
、
山
梨
県
と
長
野
県
が
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
高
橋
　
盛
岡
市
が
カ
ナ
ダ

の
ビ
ク
ト
リ
ア
市
と
姉
妹
提

携
し
て
お
り
、
カ
ナ
ダ
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
合
宿
先

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。
他
の
都
市
に

も
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

岩
手
は
、
世
界
遺
産
の
平
泉

の
ほ
か
小
岩
井
農
場
な
ど
優

れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
吸
収
で
き
な

い
。

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

東
北
観
光
推
進
機
構
と
と
も

に
東
北
一
体
の
周
遊
コ
ー
ス

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
聴
講
者
の
質
問
　
企
業
へ

の
行
員
派
遣
や
本
支
店
の
人

員
配
置
な
ど
。

　
進
藤
　
５
年
間
で

人
の

行
員
を
地
元
企
業
に
派
遣
し

た
。
き
っ
か
け
は
地
元
の
企

業
が
減
少
す
る
と
い
う
危
機

感
だ
。
地
場
産
業
の
活
性
化

が
必
要
と
考
え
た
。
当
初
の

派
遣
先
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
和

紙
製
造
、ニ
ッ
ト
製
造
、宝
飾

関
連
の
企
業
だ
っ
た
。
派
遣

し
た
行
員
の
人
件
費
や
出
張

費
な
ど
は
当
行
が
負
担
し

た
。経
験
し
た
行
員
は
、本
部

の
支
援
部
署
と
現
場
に
半
々

に
配
置
。
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
周
囲
に
伝
授
し
て
い
る
。

　
姫
野
　
取
引
先
企
業
か
ら

見
れ
ば
、
提
案
の
入
り
口
は

営
業
店
と
な
る
。
営
業
店
と

本
部
を
つ
な
ぐ
基
幹
店
に
管

理
職
を
配
置
し
、
課
題
解
決

の
プ
ロ
セ
ス
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
る
。
課
題
解
決
に

高
度
な
専
門
知
識
が
必
要
な

場
合
は
、
本
部
が
支
店
行
員

と
帯
同
し
て
提
案
。
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
導
入
か
ら
３
年
が

経
過
し
、
機
能
し
て
き
た
と

実
感
し
て
い
る
。

　
高
橋
　
ア
カ
ウ
ン
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
制
度
を
導
入
し
て

い
る
。
こ
れ
は

代
後
半
～


代
前
半
の

人
を
選
び
、

１
年
間
の
集
中
研
修
を
本
部

で
実
施
。
事
業
性
評
価
や
財

務
支
援
の
手
法
を
身
に
着
け

営
業
能
力
を
高
め
る
機
会
に

し
て
い
る
。
研
修
を
経
験
し

た
行
員
は
営
業
店
に
戻
り
大

き
な
戦
力
に
育
っ
て
い
る
。

数
人
が
本
部
の
財
務
支
援
や

法
人
戦
略
部
門
を
担
う
。
岩

手
経
済
研
究
所
で
専
門
的
な

知
識
を
習
得
し
銀
行
に
戻
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（１１） （第３種郵便物認可）２０１７年（平成２９年）１１月２４日（金曜日）

　松島正之議長は、メガバ
ンクが相次いで打ち出して
いる構造改革の背景につい
て、①企業が借り入れ主体
から貯蓄主体に変わったこ
と②デジタル技術の革新③
人口動態の変化――などを
挙げた。そのうえで高齢化
と労働力人口減少の影響を

受ける地域金融機関には
「強い波が来ても、くぐり
抜けられる耐性力が必要」
とした。
　店舗については「集約化
は避けられない」との見方
を示す一方、地域金融機関
には「コミュニティーを支
える役割がある」とし、場

所によっては「高齢者が集
えるコミュニティーセンタ
ー的な店舗を考えるべき」
と指摘した。
　地域銀行の統合に待った
がかかっていることにも触
れ「地方破れて、独占禁止
法があっても、本末転倒」
と持論を述べた。



基
調
講
演

香
港
金
融

管
理
局
副
総
裁
　
ア
ー
サ
ー
・
ユ
エ
ン
氏

長
期
的
な
視
点
を
重
視

〝顧客本位経営〟の実践

持続的な成長を目指す
特
別
講
演

佐
々
木
・
金
融
庁
総
括
審
議
官

発
足

年
で〝
三
位
一
体
〟改
革

バンカーズ交歓会

平
野
・
全
銀
協
会
長

変
化
は
成
長
育
む
チ
ャ
ン
ス

新しい価値の創造重要
福井・元日銀総裁

講師とテーマ

　特　集　 （１０）（第３種郵便物認可） ２０１７年（平成２９年）１１月２４日（金曜日）

　アーサー・ユエン氏　香港出
身、歳。年香港金融管理
局入局。年６月銀行監督担
当の専務理事、年７月外部事
案担当の専務理事を経て、年
１月現職。

　
２
０
０
７
年
の
世
界
金
融
危
機

発
生
以
降
、
各
国
の
金
融
当
局
者

や
金
融
機
関
の
関
係
者
が
金
融
シ

ス
テ
ム
の
高
度
化
に
向
け
て
尽
力

し
た
。

年
が
経
ち
、
状
況
を
振

り
返
る
う
え
で
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

に
な
っ
た
。
今
回
は
金
融
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
三
つ
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
を
申
し
上
げ
る
。

　
【
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
】
金

融
危
機
後
の
改
革
は
包
括
的
な
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
金
融
シ
ス
テ

ム
は
強
化
さ
れ
た
。
だ
が
、
問
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
今
後
、

金
融
危
機
の
発
生
時
に
予
防
可
能

な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

る
か
ど
う
か
だ
。
資
本
保
全
バ
ッ

フ
ァ
ー
な
ど
ツ
ー
ル
は
で
き
た

が
、
測
定
方
法
を
理
解
し
て
い
る

か
。
例
え
ば
、
最
適
な
自
己
資
本

比
率
は
計
算
が
困
難
で
、
リ
ス
ク

へ
の
対
応
に
ど
れ
だ
け
の
資
本
が

必
要
か
把
握
で
き
て
い
な
い
。
課

題
は
多
く
残
っ
て
い
る
。

　
【
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
】
金
融

安
定
理
事
会
は

年
ご
ろ
、
リ
ス

ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
な
ど
強
化
す
べ
き
４
点
を
明
記

し
た
。国
際
的
な
金
融
機
関
で
は
、

リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
取
り
込
ん
で
い
る
が
、

ウ
ェ
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ゴ
の
不
正
口

座
開
設
事
件
や
イ
ギ
リ
ス
で
の
Ｐ

Ｐ
Ｉ
（
返
済
補
償
保
険
）
の
不
適

切
販
売
な
ど
不
祥
事
件
が
発
生
し

て
い
る
。
顧
客
と
の
関
係
性
を
重

視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
ぜ
進
ま

な
い
の
か
。
「
Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｆ
ｒ

ｏ
ｍ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｔ
ｏ
ｐ
」
を
正

し
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
現
場

の
行
動
変
革
も
必
要
だ
。

　
【
短
期
主
義
】
金
融
機
関
は
短

期
的
な
利
益
を
追
求
し
が
ち
だ
。

経
営
者
の
報
酬
に
株
価
な
ど
を
加

味
す
れ
ば
、
短
期
間
の
成
果
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う
。さ
ら
に
、

株
主
の
圧
力
は
最
も
大
き
な
要

因
。
特
に
、
金
融
危
機
以
降
、
資

本
体
系
が
増
強
さ
れ
た
の
は
明
確

で
、
リ
ス
ク
も
積
み
上
が
っ
て
い

く
恐
れ
も
あ
る
。
規
制
当
局
者
も

声
を
あ
げ
、
金
融
機
関
の
戦
略
的

な
方
向
性
に
つ
い
て
、
も
っ
と
指

摘
す
べ
き
だ
。

　
今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
監
督
規

制
に
つ
い
て
の
経
過
を
見
直
し
、

も
う
少
し
摩
擦
に
つ
い
て
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
。

　佐々木　清隆氏（ささき・き
よたか）　東京都出身、歳。
年東大卒、大蔵省（現財
務省）入省、年７月金融
庁証券取引等監視委員会事務
局長、年７月から現職。

　

年
前
の
今
頃
（
１
９
９
７
年


月
）
は
日
本
最
悪
の
金
融
危
機

の
さ
な
か
だ
っ
た
。
そ
の
翌
年
に

金
融
監
督
庁
（
現
金
融
庁
）
が
発

足
し
た
。
来
年
、
二
十
歳
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の

金
融
行
政
方
針
に
は
新
し
い
ポ
イ

ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
金
融
庁
自
身
の
改
革
で
は
、


年
７
月
に
組
織
の
改
編
を
行
う
。

そ
の
前
提
と
し
て
業
務
の
見
直
し

も
同
時
に
進
め
て
お
り
、
と
り
わ

け
検
査
・
監
督
の
あ
り
方
を
見
直

す
。
そ
れ
ら
を
最
終
的
に
支
え
る

の
は
ヒ
ト
で
あ
り
、業
務
、組
織
、

人
事
の
三
位
一
体
の
改
革
と
し
て

進
め
る
。

　
も
う
一
つ
、
新
た
な
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
「
金
融
上
の
課
題
の
包
括

的
検
討
」
を
掲
げ
た
。
国
全
体
の

資
金
フ
ロ
ー
が
円
滑
に
回
っ
て
い

る
か
、
金
融
庁
所
管
の
分
野
に
限

ら
ず
分
析
す
る
。
そ
の
一
つ
が
ア

セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
機

関
投
資
家
や
企
業
年
金
の
役
割

だ
。
金
融
庁
が
直
接
監
督
し
て
い

な
い
分
野
も
含
め
、
問
題
点
を
把

握
し
解
決
策
を
検
討
す
る
。

　
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
を
促
す

取
り
組
み
で
は
、
３
月
に
原
則
を

公
表
し
た
。
そ
も
そ
も
多
数
の
営

業
担
当
者
を
有
し
て
（
投
資
商
品

販
売
の
）
需
要
を
掘
り
起
こ
す

「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
の
営
業
体
制
の

下
で
、
果
た
し
て
顧
客
本
位
の
業

務
運
営
が
実
現
可
能
か
。
今
年
は

そ
の
検
証
も
行
っ
て
い
く
。

　
地
域
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
深

刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
先
も
あ

る
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
健
全
性
の

問
題
に
行
き
着
く
先
に
検
査
を
実

施
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
早
急

な
対
応
を
促
す
。

年
前
、
「
ま

た
地
価
や
株
価
が
回
復
す
る
」
と

い
う
希
望
的
観
測
の
下
で
不
良
債

権
処
理
を
先
延
ば
し
し
た
結
果
ど

う
な
っ
た
か
、
思
い
出
し
て
ほ
し

い
。
希
望
的
観
測
に
頼
っ
て
改
革

を
先
送
り
し
て
い
る
金
融
機
関

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可

能
性
に
大
き
な
懸
念
が
生
じ
る
。

　ニッキンは月、日、ホテルニューオータニ（東
京）で、「顧客本位経営の実践～持続可能な成長戦略を
目指して～」をテーマに第回特別国際金融セミナーを
開催した。香港金融管理局のアーサー・ユエン副総裁が

基調講演。その後のバンカーズ交歓会では、全国銀行協
会の平野信行会長があいさつ。福井俊彦・元日本銀行総
裁が乾杯の音頭をとった。両日とも議長は松島正之・イ
ンテグラル常勤顧問（元日本銀行理事）が務めた。

　

月

日
の

時

分

か
ら
「
バ
ン
カ
ー
ズ
交
歓

会
」
が
開
か
れ
た
。
金
融

界
な
ど
か
ら
２
５
２
人
が

参
加
し
交
流
を
深
め
た
。

当
日
は
全
国
銀
行
協
会
、

信
託
協
会
、
全
国
地
方
銀

行
協
会
、
第
二
地
方
銀
行

協
会
、
全
国
信
用
金
庫
協

会
、
全
国
信
用
協
同
組
合

連
合
会
、
全
国
労
働
金
庫

協
会
、
投
資
信
託
協
会
な

ど
各
業
界
団
体
の
首
脳
ら

が
駆
け
つ
け
た
。

　
銀
行
界
は
、
少
子
高
齢

化
な
ど
の
構
造
問
題
や
日

本
銀
行
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
の
影
響
で
預
貸

業
務
の
収
益
性
が
低
下

し
、
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
い
る
。
ま
た
、
社
会
や

顧
客
か
ら
期
待
さ
れ
る
役

割
も
変
化
し
て
い
る
。

　
挨
拶
し
た
平
野
信
行
・

全
銀
協
会
長
は
「
（
銀
行

界
は
）
変
化
は
次
の
成
長

を
育
む
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
お
客
さ
ま
本
位
の
持

続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
向
け
た
構
造
改
革
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
」
と

強
調
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
「
お
客
さ

ま
と
共
通
価
値
の
創
造
を

実
現
す
べ
き
」
と
呼
び
か

け
、
顧
客
本
位
で
構
造
改

革
に
取
り
組
む
決
意
を
示

し
た
。

　
改
革
の
カ
ギ
と
な
る
の

は
、
金
融
と
Ｉ
Ｔ
を
融
合

さ
せ
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な

ど
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
。
平
野
会
長
は

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
必
ず

し
も
脅
威
で
は
な
く
、
お

客
さ
ま
視
点
で
革
新
的
な

技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

生
産
性
の
高
い
金
融
機
関

に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
」
と

指
摘
。
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
デ
ジ
タ
ル
変
革
）」で
、

新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
大

幅
な
業
務
効
率
化
の
重
要

性
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
テ

ー
マ
「
顧
客
本
位
経
営
の

実
践
」
に
も
触
れ
た
。

「
厳
し
い
経
営
環
境
で
あ

っ
て
も
、
お
客
さ
ま
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
力
を
磨
き

続
け
る
こ
と
だ
。
金
融
機

関
は
そ
う
し
た
視
点
で
競

い
合
う
こ
と
で
、
日
本
経

済
の
さ
ら
な
る
回
復
に
貢

献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　
バ
ン
カ
ー
ズ
交
歓
会
で

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
福

井
俊
彦
・
元
日
本
銀
行
総

裁
は
、
「
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
『
顧
客
本
位
経
営

の
実
践
』
は
、
今
一
度
原

点
に
立
ち
返
る
こ
と
だ
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
が

激
し
く
な
る
な
か
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
に
お
い
て

新
し
い
価
値
を
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と

強
調
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
「
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
打
ち
破
っ
て
い

く
」こ
と
が
カ
ギ
と
し
た
。

　
金
融
機
関
の
役
割
に
つ

い
て
「
企
業
の
成
長
を
支

え
る
た
め
に
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
の
提
供
と
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
を
活
用
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
金
融
の
流
れ
が

必
要
」
と
指
摘
。
さ
ら
に

「
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
積

極
的
な
討
議
が
行
わ
れ
、

前
向
き
な
結
論
が
導
き
出

さ
れ
る
こ
と
期
待
し
て
い

る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

【月日（水）】
◇基調講演◇
◎「規制から文化へ～視点の転換」
　アーサー・ユエン氏＝香港金融管理局
　副総裁
【月日（木）】
◎「顧客関係の育成と構築～時、場所に
　捉われない銀行サービスへ」
　ドロシー・Ａ・サバリース氏＝米国銀
　行協会（ＡＢＡ）会長　ケープ　コッ

　ド・ファイブ・ミューチュアル・カン
　パニー会長兼ＣＥＯ　
◎「グローバル社会を推進する働き方改
　革」
　間下直晃氏＝ブイキューブ代表取締役
　社長ＣＥＯ
◎「ＤＢＳ変革の軌道：銀行業の未来考
　察」
　リム・シム・セン氏＝ＤＢＳ銀行シン
　ガポール代表

◇パネルディスカッション◇
◎「地方創生に真正面から向き合う」
　▷モデレーター：松島正之・インテグ
　ラル常勤顧問、元日本銀行理事
　▷パネリスト：高橋真裕・岩手銀行会
　長、進藤中・山梨中央銀行会長、姫野
　昌治・大分銀行会長、澁谷耕一・リッ
　キービジネスソリューション社長
◇特別講演◇
◎「金融庁の課題と今後の方向性～金融
　行政方針について～」
　佐々木清隆氏＝金融庁総括審議官

バンカーズ交歓会で一堂に会した講師陣と金融界首脳。（後列
左から）松島議長、サバリース・ＡＢＡ会長、間下・ブイキュ
ーブ社長、リム・ＤＢＳ銀シンガポール代表、高橋・岩手銀会
長、ユエン・香港金融管理局副総裁、平野・全銀協会長、進藤
・山梨中央銀会長、姫野・大分銀会長、福井・元日銀総裁、伊

保研一・ニッキン社長（前列左から）岩崎俊博・投資信託協会
会長、三谷隆博・短資協会会長、大前孝治・全国信用金庫協会
名誉会長、内藤純一・全国信用協同組合連合会理事長、佐久間
英利・全国地方銀行協会会長、黒本淳之介・第二地方銀行協会
会長、飯盛徹夫・信託協会会長、長門正貢・日本郵政社長


